
資料 III. Boxed Economy ブロジェクトにおける井庭研と大岩研のコラボレイション  

 総合政策学部の井庭研は大岩研とのコラボレーションにより、経済社会のエージェントベ

ー ス シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を 行 う 基 本 ソ フ ト ウ エ ア BESP(Boxed Economy Simulation 

Platform)を開発した。  

 

 Boxed Economy プロジェクトで

はここまで約 5 年間のコラボレーシ

ョンを続けているが、最大の障壁は

社会学の背景を持つ学生と、情報技

術の背景を持つ学生とのコミュニケ

ーションの問題であった。  

 そこで、このプロジェクトでは、

異なる背景を持つ学生の共通言語と

し て Ｕ Ｍ Ｌ (Unified Modeling 

Language)を採用し、社会シミュレ

ーションの基本的な語彙を「Boxed 

Economy 基礎モデル」（右図）とし  

て定義した。このモデルが完成する  

までに約 3 年間かかったが、その後このモデルを通して円滑なコミュニケーションができる

ようになり、このことが社会学の背景を持つ学生でも利用できるソフトウエアを作り上げる

ことにつながった。  

BESP の紹介記事（2005 年 1 月 20 日 東京新聞 夕刊）

図  ＵＭＬによる基礎モデルの表現  


